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第５章 「だれもが安心してともに暮らせる地域
ま ち

」を目指して 

地域や公的な相談窓口で、市民の悩みごとや困りごとを把握したときは、市

役所の関係課や関連機関と情報を共有します。相談を受けたときに気付かなか

った潜在的な問題を、関係課等の連携によって明らかにし、包括的かつ重層的

に問題を速やかに解決することなど、地域と行政の連携による支援体制を目指

します。 

 
 

 

民生委員・児童委員 

・地域の課題把握 

・住民からの情報収集 

・当事者、周囲からの

相談対応 

PTA 

町内会 

・区 NPO 法人 

福祉施設 

医療機関 
福祉サービス 

事業者 

福祉教育や顔の見える関係づくり、地域交流から

生まれる、地域住民・活動主体のつながり 

学校 

ボランティア団体 

・課題解決 

・アウトリーチ（積極的対応） 

・地域の体制整備支援 

困りごと・悩みごとを抱えた市民を支える、 

セーフティネットの構築、充実 

市役所各窓口、地域の相談窓口等 

地域住民・活動主体が地域課題を把握して解決につなげる 

しくみ・拠点づくりを支援する。 

・課題把握、分析 

・施策・事業提案 

市 
社会福祉 

協議会 

・専門機関の連携に

よる包括的な支援 

障害者支援関係 

住居関係 

公共交通関係 

発達障害関係 

医療関係 

司法関係 

権利擁護関係 

児童福祉関係 

母子保健関係 

教育関係 

困窮者支援関係 

雇用・就労関係 

介護関係 

ひきこもり支援関係 

子ども会 

警察・消防 

地区福祉 

推進会 


